BBC　No1

アメリカ：移民のための行進

何千人もの人がアメリカのダラスでの行進にこの国に住んでいる何百万人の違法入国者を支持して参加した。

その行進は職や住居の認可を持たない移民たちの上状況を正常化することを許す法律を認めるように議会に申請する目的を持っていた。

デモ参加者の多くはアメリカ国旗を持ち、大部分は平和の象徴として、白い服を着ていた。

ピューヒスパニックセンターの最新の研究によると、アメリカには１１５０万から１２００万人の移民がこの国にとどまる許可もないのにいるのである。
今週の月曜日アメリカ合衆国の移民たち以外の、その状況を改善するのを援助する組織は国の水準ににつかわしい活動を準備をしてきた。
不一致

ワシントンのBBCの特派員のサラ・モリスが指摘するところによると上院で討議された新法ー国土への不法入国を犯罪とみなすものーがこれらの抗議のもとを作ったのである。
したがって、アメリカ合衆国のいろいろなヒスパニック集団が次の５月１日の全国規模のストライキを召集しました。これはこの集団の経済における重要性をそれとなく示すためである。
先週の金曜日、民主党と共和党はいくつかの条件付きで移民がアメリカ国籍を得ることを許可する法律を持つことの合意をえられなかった。

およそ百万人の人たちがこの新しい法律の恩恵にあずかると見積もられている。

　　　　　　　　　　　　　　　　EL  PAIS　No１

モラレス、ボリビア大統領になったらコカ栽培を合法化すると約束
ボリビア先住民指導者で社会主義への動き（MAS）からの大統領候補者の、エボ・モラレスは昨日、今度の一月にボリビア大統領の地位につけば、コカの葉の栽培を合法化し、石油や天然ガスを産業化し、マクロ経済的な安定を保障すると言明した。モラレスは１２月４日の選挙のための最新の世論調査で、投票者の２８％の支持を集め首位に立ち、彼の政府目標を繰り下げて発表し、ラパスでの集会で10月12日に公式に推薦される。
記者会見で、彼は自分の見解ではボリビアで適用されてきた「コカゼロ」と「コカ栽培者ゼロ」という政策は自分が大統領になったあかつきには「麻薬取引ゼロ」に取って代わられるだろう、とのべた。

その候補者の指導力はまさしく、コチャバンバ県にあるボリビア中央部に位置するチャパレ市のコカ生産農民組合に発している。そして、チャパレでは彼らのコカ栽培がコカイン生成にあてられていると思われているため禁止されている。コカ栽培者達は、コカ栽培は文化的、医療的使用に向けられている、という主張に基づき栽培を守ってきた。モラレスは昨日、農民が麻薬取引と関係があるという疑いを再び否定した。
MASの党首はまた選挙に勝った場合にそなえてボリビアのマクロ経済を維持するために金融政策と財政政策を研究していると述べた。「私は財政金融政策が何であるかを学びつつあり、このようなことは私たちに責任を持つように教えている。」と、身分の低い出身で高等な学習もしていない労組のリーダーは述べました。
モラレスはさらに、自分の国はケチュア語で「ama sua（盗むな）」「ama lulla（欺くな）」そして「ama kella（怠けるな）」と命じているアンデスの人々の古くからの法に基づいて統治すると主張した。

「私は『そのインディオで、農民の男はどうやって政治をするんだ』という何人かのアナリストや企業家達に対して次のように言いたい。『知的能力と社会的良心を結びつけるための我々の専門家がここにいるのだ』」と経済家のダビド・サンチェスを国の南部のチュキサカ県からの候補者として協力する際に付け加えました。
地方新聞による最新の世論調査ではモラレスに続いて前大統領のホルヘ・キローガが２２を集め二位に位置し、セメント会社経営者のサムエル・ドリア・メディーナが１９％で続きます。

　　　　　　　　　　　　　　　BBC No２　

　　　　　　　　ガルシアとウマラ：考えを戦わせる

　第二回大統領選挙の二週間前に、ペルーの次期大統領になることを熱望している二人がテレビの討論で対立した。
　解説者たちは前指導者アラン・ガルシアがライバルの、若く経験の少ないオジェンダ・ウマラに明白なダメージを与えることを期待していたが、その国家主義の候補者はしぶとさを示し、結局二人の候補のどちらも勝者にはならなかった。
真の勝利はペルー人達のためにあったのである。二人の候補者が行った卑劣な叩き合いやうさんくさい行動の告発によって特徴付けられる選挙戦のあとで大統領選の論争は、ペルーの人々に対してこれから五年間何を期待したらよいか、の考えを与えた。

その時まで、二人の候補者はいずれも、ペルー国民にとり重要なテーマに対して具体的な提案をしてはこなかった。健康や教育の分野での改善、貧困のレベルの低下、そして汚職との戦いだ。
ガルシアは経験豊かな政治家、つまり自らのカリスマで投票を決めかねていた多くの選挙人の支持を得てきた男であるので、彼が討論に勝つだろうと思われていた。それは特に、対照的にウマラは駄目な演説家で、ペルーの歴史における政治をあまり理解していなかったからだ。
　

　　　　　　　　　　　　　引き分け？

　

　確かに、ウマラはその論争の相手が持つような公衆の前で話す術はもちあわせてはいなかったが、ペルー人たちに国の天然資源についてより大きな支配力を与えるという自分の提案を紹介するときに断固とした態度をとっていた。

ワシントンが好む自由市場経済を選ぶ代わりに、ベネズエラ大統領ウーゴ・チャベスにならって左翼政治を踏襲するという説明をしたときも同様に断固とした態度をとっていた。
ガルシアは大統領在任中はテロとインフレで特徴付けられていたが、過去の過ちの謝罪をし、「それほど（ウマラほど）急進的な民族主義的政策をとることによって投資家たちからペルーが孤立することはできない」と語った。
　そのときまで、ペルー人達は両候補の明らかな弱点にばかり焦点を当てていた。いまやペルー人達は分析するためにより具体的な何かを、つまりは誰に投票するかまだ決めかねている２５％の人々に意思決定を促すような何かを持っているのである。
　　　　　　　　　　　　　　
